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大矢根淳〔災害社会学〕の両先生が就任されました。
２００１年、文学部の改編の中で、人文学科は社会学を含
む４コースの専攻科と心理学の学科化という２度目の改
革を行い、社会学専攻は「入試単位」となり、１年次か
ら専攻所属学生を入学試験で選抜することとなりました
（定員６０名、２００４年には定員９０名）。
２００３年、玉水先生の後任として樋口博美先生〔生活
論〕が、２００４年、児島先生、米地先生の後任として秋吉
美都先生〔コミュニケーション論〕、今野裕昭先生〔地
域社会学〕が赴任、２００６年、馬場純子先生〔高齢者福祉
論、増員〕が赴任、１０人体制となりました。
２００４年、学部に社会調査士資格取得のカリキュラムが
組まれ、翌年大学院に専門社会調査士資格取得のカリ
キュラムが組まれ。専攻定員が９０名となりました。
２０１０年には文学部の再編が行われ、４学科６専攻から
日本語、日本文学文化、英語英米文学、哲学、歴史学、
環境地理学の６学科に新設の人文ジャーナリズム学科を
加えて７学科となり、社会学専攻は社会学科となり、心
理学科と共に新しく人間科学部を創設することになりま
した。そして、新設の社会学科には、これまでの専任教
員に加えて、金井雅之先生〔数理社会学〕、後藤吉彦先
生〔現代文化論〕、永野由紀子先生〔家族社会学〕、藤原
法子先生〔都市社会学〕の４名の先生方をお迎えするこ
とになり、専任１４名体制となりました。そして新設の社
会学研究教員室には雇員お二人を迎え、新設の社会学調
査実習室３室を加え、社会調査実習室は６室となり、ほ
かに統合情報資料室、社会学科専用のパソコン室などが
設けられ、施設設備の充実も図られました。
そして学科機関誌も、『専修社会学』から『専修人間
科学論集 社会学編』となり７号目刊行に至ったわけで
す。いささか長い編集後記となりましたが、こうした歴
史の上に学科機関誌も編集されているということを読者
諸氏に知っていただければ幸甚です。なお、本編集後記
記載にあたっては、柴田弘捷先生が『専修社会学』第１９
号、第２４号に記述された「社会学専攻４０年の軌跡」、「専
修大学・社会学教育の発展」に負っていることをお断り
いたします。
（社会学篇編集主幹 宇都榮子）
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